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１．技術等の概要 

地下貯水槽を改良して再

度利用し、タンクと組み合わ

せた運用を行うことで、貯水

タンクのリプレース・基礎の

機能向上・タンクの耐震対策

等に要する期間の短縮を図

るものである。 

また当面の間は貯水タン

クによる貯留が継続的に行

われることから、仮貯留する

施設として地下貯水槽を再

稼働させることで、タンクの

維持管理も現状より容易と

なるのではと考えられる。 

なお、移送ルートについて

は、ベントナイト等による遮

水対策を行ったトレンチ内

に管路を収納するなど、移送

中の漏水を想定し、事前に対

策を行う。 

２．備考 

個別要素については、「貯水タンクの遮水性基礎工」「撤退した既設地下貯水槽の改良工」

「汚染水排水管路の簡易地中埋設」を参照されたい。 

地下貯水槽の改良タンク仮対策

（屋根・堰・雨樋）

汚染水移送
タンク内汚染水の

仮貯留

基礎工の改良

転倒対策強化

滑動対策

リプレース

汚染水移送再貯留

ALPS 等による処理
タンク側の対策が済

んだら長期貯留運用
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